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一一一一ーで±で？：一二 警 評

ドワイト ・H・パーヤンス持 J 

j『IrrI司農業発展； 1368-1968年jI 
II Dwight H. Perkins山 ltur
in China, 1368-1968, Chicago: Aldine Publish-I ing Co., 1969. l! 

民法の研究は一般に中；li](i汗’・)E；こ:J:i ，，、て長も地味な分野

であるとされている。それは一つには，校選技術の発展・

演開が第1期は春秋・戦闘時代（770B. C.～221 B. C.), 

第2期が三国・晋・南北朝時代（220～589A目Dふ第3

期が膚・宋時代〔618～1279）というように長期にわたっ

ているということにもよるが，それとともに，その発展

は明米清初を境に長い停滞に陥り，その日寺期に関しては

ifH完全そのように停滞させた外部内攻守人！の解明が先決問

題であ J J たからである。しん￥し iド it~が仁llii,革命をなし遂

j，集l叶農業化を追求しU 、，）＇.， t見I＇~：：＞持においては事情；土

特な’ Jてくる。すなわち，：土方さにおけノ二；'r命後のこうし

た新しい式みの歴史的位置つけは，伝統的農業εの対比
によって，あるいは1960年代にはいってからの傾向から

ナれば伝統的農業を母体とみることによって初めて正確

に抱握される。したがって，革命後の新しい動向との関

述におし、て，中国の歴史的発展過程での農業技術史とい

:, ~；Hf；）；独自の課題を担っと再，，+{r曲されなければならな

＼仕階；こ至っているといえ上七本乃の明末清初から現

｛いこ否。農業発展もこの問題に＇I誌はな！生！必を持つ亡くる

ので之内り，その意味できわめてlf~， ·cc を i1；に研究というこ

とカLできる。

本書は英文で書かれた数少ない中国農業史研究という

こともあって，わが国では一部の専門家を除いて関心を

引くまでには至っていない。しかしアメリカにおける次

のような背景を考えるならば，本書を警かざるをえなか

ザ jた持者ーの積極的な姿勢は注目されなければならないで

あろう。

アメリカの中国専門家の間で；土持港Tlリカ総領事館

の推川（農業についてはれパチ物のlHh伝的と耕地単位当

たり生産高の推計を基礎とし，さらにそれを各年の天候，

食樋需給状況，食糧輸入量を考慮して修IE)が基礎資料

として大きな影響力を持ってし、るが，この推計で；土1950

年代末の農業危機以後の農業生産量が非常に低く評価さ

れてし、る。そして石J!I滋氏も紹介されているように，こ

の成長のくぼみをとらえて中国経済は，やがて崩壊する

と版蒜干するオノレソッフ。をはじめ， PJ会主義工業化にか

んナる中悶政府の基本目的や手段にたいする不信感が潜

在的な形であれ，顕在的な形であれ広汎に流布された」

（石川滋氏）という状況が1960年代には支配的であった

のである。こうした風潮の中で，総領事館推計は1967年

にパーキンスの論文 EconomicGrowth in China and 

the Cultural Re...：’olution (1960～.11ρril 1967）によっ

て批判され，この結果推計は1962年からややII'，~ [lに修正

きれることになった。パーキンス批判の要点は，この推

ぃ｜には殺物生産に実質的に寄与した近代的投入の発展増

加の効果が見稼とされているというものであった。すな

わち本番は，農業生産の停滞と急速な人口成長のギャッ

プから社会主義経済建設を全面的に否定してしまうこと

への批判を通じて明らかにしてきたこれま？の著者の見

解を本格的に展開した意味を持っているのである。中国

民業以将来全左右するものとし UI:代的役入の役割があ

七りにL,Jrtl，泊三れすぎているという難点はあるが，歴史

士14[il：キ己主でさかのぼる本書におレてしt.fr：統（r.

ρlj'f七i勾で（／）l,",i業生産「I；の上昇－どそ♂iLを11J能にした技術

び），J怖が於大｛／）目良呂である。そしご人ii成長とそれに伴

う資本投入こそが，農業発展を支えてきた要閣であった

と結論されているのである。

II 

半；，q；土，（！ 1人口成長に伴って穀物生産が増加し，この増

加が挑地の弘大および生産性（耕地ijl.位刀たりの産出高）

のヒト｛ーによ J J亡なしとげられたとL、う {ti，誌のrfl:起，（2）こ
の午；＞{it','))JII告と交えた農業技術｛体系，：；；）農業生産に何らか

の影響企およほした外部的要因としての土地制度，農村

市場，（4）自給自足的な農村経済と政治との関連の歴史的

分析，の四つの構成から成っている。本書の基本的問題

は，前近代的な中国経済は一般にいわれているように停

滞的なものであったのかどうか，そこにおける決定要因

は／11［であ JPたのかというところにある。それゆえそれら

4 }:i、の内的関連でいえば，農業生産水準は基本的には人

I i永準によっ〈決定されたとする仮説の論認が本書の主

.＇｛＇）課題であると見ることができる u

論／W）においては，人口が1400＇］三の6500～8000万から

1953年の5億8300万に増加する間，当然それに対応する

穀物生産の増加があったはずであるとして，人lI，耕地

に関する統計操作から次の結論が導かれる。この6世紀
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II司の穀物生産情1111のず三分は耕地拡大；こ起i苅4るが， てh (l4(1()ifの生産tt:で；ll算），および残りの生産性上昇の効

t~－けであ j モム :ftt品供給i土土－，くに fi',1,\ .-c，.、片u そ三 !t /;・ iリ1ムかにしてい；：，＂それゆえとこか （，，伐り 2;Jの

で， 子方の生1'1'.dtーのJf'I/Jil，それも生{r今亨；j ~- I）ではない I ,;1 I・ a 外にi士、 ( I人九たり治’伐弘行けを生産肢に代

少I＋＼の余剰をtl可能とするi村力IIが前例きれなければなλ Vi J・ 」：， 土二人ですでに次の2点のIJむi圧と 0れ）口、ること
なヤ＼排｝也拡大の↓rJ能性は19t世紀までにげi減Lはじめら がill!（，かむあろn I｝）二うした資本投入l土，それら全限界

が， 19・20併記にはなお伝統的民業の枠内での＆J主の余 生必fl；でみたJi，｝子i', l:J也生産力と結（，－して，あるj場｛＇；－に

j也は伐されてL、た：中［i,:j終業がその枠をIJ弘十イげり土上う は桁技術導入4,i可能にし〆ドヘ伎物 I＂よてがィ「 i’・N¥hC 

ゃく 1950・6。：i：｛＼~にな｝ごからであろと｝ L ,t :i ,n・cはない「id" ／；‘fじi古来IIJ（トパ）に幸吉’XLCい
三こか「,lit]h'f[:l':t.;j':円、ηiて円であ勺土 L二 i11三内！： く：｛二）そのI坊（；－， i-fr；佼fドji技→術／｛，系内では資本位人；土そ

叫が旬、力、に LC主riltされたが、（ゴ！その［；十｛本（上人l11,x.L れぞ並行一｝ノコ労働力の！戊lk，すな1バ》人ii成長率に／＼l主

J容にじ｝で向1じさ；／1ろのか、それ土木耕地ij({，＼、ったりの 3れる。この前Htか（，詰iiがここで七扶してし、るのはヅ；

人円土i士的・，＼，＇.，， ＇：（，そ：＇JI・ムHはuむが主rr：：－に向かれと11'i Hu1プJおよびさまぎまの資本投入のW'/iU[j佐々はi伝統的l
に大きし、のか可それと 1慢にな.）ごか， ドィぺ／tl/tlがtc J支払I体系内では常に逓減十る傾向にある。それが＋tIびi二

'" 7.1，論点Iど：，；土議論がI民間してL、くのでふふが， 三う！ 外Jるのは桃j也がおtたに拡大されてL‘く棟上でであ；人

ど論脈にわ＇，・て r{'lfqff;i'f;I,：停滞；'i'Jでふ！ととすζr,at:t そうし，F二効果が全体として生ilf.i主上昇の2分の！として

すでに','r＇，ζさjL 「、ろてとに；l!lL たけれ；ft；，，な＇ ' 山似しうノ：》どし、う三とである。たびたび九段主れていら

者？？は以！・ f，.マペ寸トス・1.；ミを沢定すろ 1,}),. ！てj＇）｛起す 先進地からfをi創出／＼の技術の持lえというi坊（；－の「版術j

ろ. '1知山上ろに f＞＼.－サスi誌のtlt'IIJ,:(；~，人 i IJJJ＜，う： の経詳f的，G一l法も’ここにi早Jj主；5せてl呪磯土なF》うつそL

f注仏i，佐陀iこltノ＼て］出需｜卜で〈む〉イ〉王＼、コH)1：「守 車色1.f包L
（’ r；＂｛寄：に j,it ＜，ピ王 4よ J寄 1反に l七 4 、ご日.~卓 lj で主’イ｝、 1マ＇ .＇，千11 ~，no>/1H'c ，担ii期間に終えねばな「〉な L、とこFらからくら

(f的過剰人11が！！！］泊三三J.，なければな人！c,, 、三二人にふ ＇）；働力不足であり？人ll/;¥i:J.｛：が：Ui'発IJ(iこ結び＇）くな

う l 料：Fトプ） ・7•L 斗！ス Jit/'IJ 山、＇ ill~ j＇て円 ：.＇.，；てあ l；，それν1, 人、 l英仏＇！主耕地拡大と［，； JじであるEL、う。すなわん二E

え論れどにお l r:Ht・t ・・の資本牧人が！！！！肢とな！？く れ：のυJ能な先産地であ vても，人11成長に上って新技術
ろl 将人が：可能とな，；：：，t;,，，斗・＇判牛ーは上昇するのであそ｝勺ご Jl, 

玄寸幸＇t中＜J'主il'tJ ＼、）／Jil に u'U~抗号びJ J < f,fi (-/'11吹jミ宅主ilノ「If- 「〉の/i、力通L、〉，先の：i点の，；党1/tlに品fすと＇.， 11'1斉の？寺；え；I明i' I 

t井干E泣てσ）・tiヒ‘ w；「l
1914t「～以前Jこ；主小3之ないL大麦の二毛作七j、大の｝IJ身毛が大 fl、1:1と明「》方、なゴとく， 4三11；の論旨は第H章で，］；され
きく， 1914午，以F年（土ト内モ：2コν〆3 { J土の主Fi,¥

人一ラな役i与＇］全県：，円と Lfごf I~ 陥μ〉ヅ王良に仁 11 、 ；長｛斗のiミL、 三汗｛；－件全J：｛－，てくるらこうした統，；i数・rてで伝統的農業
所でit. 米プ）＼引＇［＂・、の LJJ答えに上って生産I判IIがあ p 発I•(I,・表わすこ ξの欠点は明「》治、であり，本書が！】xJl1し

とってれt，の死体f＇卑入に上って 1400年かC》1957年の1:uに でいと｝かどうかは先の2点の前提をどこまで論J正しえて

:1900～5700万トンの穀物畑任11があ；］、総m/Jll-/;'L•/) 4 ';fη い心かにかかっているのであるが．一流して日につくの

Iか：＇， :3分ゴ） l、生辛nでみれば2;Jのiの効果を七／こ は！と実に主主＇）かえい、推論の多きど，それゆえの後引な論

らしたど L、う c そLて先の議論乃除Jj止fか「》

れるの；土予主 I)2 ＇；｝の Iσ）上干1であ；：，ο 三の U/tc，，戸三「〉 三う Lと1；法；命の下H界を；宅ft）ながGi，’それを乗り泣三
一

した，n；士、 t:：円l句？哀市1 白「機．無機qpiキ！、 dlrn：モ5ヨt，』止t.rど 上う Lする：干f1干の積；d長fド］な姿勢力：一貫して行かがわれ，

の資本段入であるが守新技術革入門体が令排他へ内三う こjLi！：さ主5まの資本役入が日也't.i主力土結｛，して伝統

した投入そ前；EEして初んて11rn色であ v竺号ちJしてい心 的成業の枠内で'f宝物生産の I・.丹と「あろ余剰jを生みUJ

のであどJ すどいう本店の骨¥iに結実していく：：.1'である。及的初；

と三九で本書のiずL!t占色作でJ土、 ( i人、＇i': ，）’上1¥1¥l'i・N’ 大のみではない，二うした質的な発）廷を伝統的農業に見

位十川を午d：去に／＼＇：胃したうえで，「 i人会たり穀物生 る栂点はラた左えは！アジア的生産様式j論争が再燃し

産：j量×人I！／純物排出ご緋i世単位、可た 1）殺物生直J阜、〕と つつある最近の情勢力、ら Lても積！極的に評価されなけれ

Lウ等Jc¥'.:／）＇九、休地拡大が殺物生産市 fJllに¥Pf,f三効果 ,rt:c 1・.1[，，、！.＇人である、とこJちでごの上うに評価TL六う

I Z之
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えで‘江お問題となってくるのが守ノト,'jの結論が導き出

'; .J l ；：】「伝統的j技術体系と「j引¥II’JJiUVr体系を材置
,: Iトゾ，Hl点である。

盟

ことに「伝統的」技術として想定されているのは，入

力あるいは畜力による耕作や潜慨，入力による治水・操

れ＇ii'f.および人ll数・家市故に上。てその訟が決定し

ごく＜， {1機肥料などである J そJLんじりk'11 i土労働力や是正

プ｝Ci)民業への投入量によ＇ ;:/!;',t ~' J.L，：，が，そこから穀
物生月比も労働力・畜力打伶人！止に上 三規定される。

そし正それらの投入民自fj; 7）：干：えは比拘J倒産註によって

決定されてくるという，均衡的な体系として現解されて

いる。資本投入は耕地が新たに拡大主れたところで最も

効果が大きいのであるが，こうした耕地拡大の11J能性は

19世紀までに消滅しはじめたとされていた。その結果，

資本（＇・ド艮界生産性はしだト；.：－.!J¥ I'" L、Lぜ)tili 

¥ t十：¥J、？はなU、けれども占，lilV！千正ノ・（＜ li'一｝N{i＇・実にF回った

とL、伝統的』技術体系の1:J』＇Nどi丸山日JJ技術体系へ

のrt,rj'cr，必要性が強調さ.ttるのであ勺、 .＇（命後の，従来
に比〆、と2倍の人口成長不 f：ト2・::. ＼とT業化のための

民業生産用力11の必要性がこの強l澗の華道づけとされる•）す

なわち，革命前の戦乱状態からの｜肖従婆附が作用し、ま

た伝統的農業技術の拡大およひ1：地己主本の結果の fンセ

シティヴ増加があったことによって， 1957・58年までは

人口成長を上回って穀物生産の熔加があったが， 1950年

代末から1960年代にかけ lごf工、統的技術に主る穀物生産の

成長率直低下しはじめたC 1959～1961；ドト二悪天候および

人民公法の行過ぎによって収穫減少のあ ，tこ後，人民公

口の再編，近代部門から設業部門への大悦模な投資が行

なわれ，この結果「伝統的J技術体系は）遜止されるまで

には至らないけれど副次的な地位に置かれるこ日Fこなっ

た。しかしこうした近代的投資は，年率2%あるいは，

それ以上の人口成長にかろうじて対応している状態であ

り，したが円て現在中国の農業はちょうど十字路にさし

かかっている段階なのであむと結論されている。

伝統的農業が均衡的であ J , ~c ， そ円予’飛躍的に発展さ

寸る三めには，外部からの近代的投資が仏要であるとい

1ごとには問題はない。！日j砲になるのは以上に「伝統的J

伐術と「近代的J技術を対:r'f:.'s:せと｝略行、二，著者が「労働

力の組織方法の変化は重要ではあるが，そこから得ると

ころがあるとすれば，それは“伝統的”技術体系に生産

性上昇の余地が残されている限りである」（189ページ〉

著書 評

としてし、る点である。確かに本書にも触れ「》れているゴ

i：く． て三 lO :1：潤の近代的投資は過去数i吐紀問にrn;赦す
ic!J,Jr♂手にもたらし，また中11,jが片付努力Lてきた

準北の治水のためには，黄河治水計簡の第1段階だけで

53億光という膨大な投資が必要とされるという状態に比

べれば，換業技術に関連して労働力組織の変化から得ら

れる生産性上昇J土「伝統的」技術体系の枠内でしか意味

合j＂］＇；← f山、ほどに微ノトなものであろかもしれない。しか

Lそのーかて 小島麗逸氏のいう仁うに， Fごとえば大野l

准！［Jjげ）／ト可iてでJよ包；支は農民のi去し、!'I,'u'1'Jj吃＇（：i/if,Jめの中で

IJ;1},?,'c).r.＇三，ースの発展として氾掠でき‘ しかも大規模

ん！：ちiぐ大衆に！；る；永手1］，祈林， 111II巴11：けの運動によって

路線にまでiiiiめ人れたものであるとすれば，「伝統的J技
術体系の枠そのものが草命後にほ変態の対象とされてい

る｛（にitflしなければならない。すなわちここで注意さ

れるのば，教：千fの労働力への閣心がもっぱら社会的な変
化との関）並を抜きにした超歴史的な技術休系との関連に

限定＇： A 1てL‘ることである。いうまでもtr.＜技術が問題

τ，／ L 7, ＼・ラにはその知識のみ！1.ーらにそれが；上会的・統
,,¥;','Jになでilf{tl§ltをj,¥＇っているカ‘竺ろかが i/U:IヲれなけれJ

:J !i. :'' t,: ', ',. その意味ムで先の？I!, lトミmn,tHr,M本系iこ
ではなく、公民関係に人Iiを労例ケとしてf,):i;'ti!t 0も

のでなければならなかった。し、いかえるなら，農村にお

ける過剰人口は，総過程（流通過程を含む〉としての再

生産構造の・方に資本の有機的構成の絶えざる高度化を

前提とし，その構造を通じて農村に原始的蓄積が進行し

とし、＜ /,.j iTiiにおいて初めて問題とえ工ってくるのであり，

中叫において；土こうした意味での相好的過剰人iI は土地

不命によ ＇） て），！，本的；こ解決されてしぺ c しかし若者にお

U、c:t労働力ほ技術体系に位置づけられて理解されてい
ろので，こうした革命を通じて「伝統的j投術体系が質－

Iiともに発展していく視点を全く欠いてしまっているの

である。革命前には最低生存水準を下回る生産性しか持

ちえなかった「伝統的」技術が，革命後の人口成長を少

なくとも1957年まで支えたことの説明に説得力のないこ

Eも二こに関連していよう。 「伝統的J技術体系を発展

的にどらえるということであれば。それを再定する形で

近代的i投術体系が対置されるのではなく， foLi者が統

{, ＂れながら発展していく姿が想定主れなければならな

いu そしてそうした統合を可能にし実現してLぺ場が，

労働力の組織体である人民公社であろうと脅え九れるの

である。

ととろで論点（3）における地主制については， (1）生産水
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;-;tを維持なぜ、し増加させるために大きな基礎投資の必要 つあるが，伝統的な資本の生序姓は高かったとし亡，大

丸米作地帯である苓rt1，華南のJilUミ制の多ヤ地方では， 規模農薬の可能性自己示唆しつつも，なお資料不足である

農民の投資を引き出すために， 一般に契約は長期にわた として機立を避けているのである。

り，小f1ド円、jfi(定的であったo I:", 方華北の基礎投資の 以トーの問題はや命前の歴史的発展に隠する著者の認議

必要性が小3い地方でム契約J土i年単位で小作料も収 不足から生じてヤるのであるが，本書にj終調されに出汗

機高に比例した。しかし華北では地主制が少なかったた の主咲は，前にみたように同時にアメリカにおいて支配

九農業発反にはそれほど障害にはならなか－＇そこ， Eすー i'f:Jt（中同理解に対しての重大な警告とL、う意味をi!iつぐ

九。すたわちヲ地主/ljj;J1r、ずれのぬ合も農It宅肢の＋安 いる， Lたがnて本書の最終的な評価は，数世紀にわた

な障害にはならなかりたというのである。本番が評価さ つての歴史的考察の成果が現代中国を理解するうえでど

れるの』土可伝統的農業がその枠内れ色えず'i{'/jそしそれ の主ろに生かされているかに上り決定3れるであ乃土

が農業生日；へのさまさ土の資本役人によって i之らされ その立！去で，中流民業が1960；ド代にはいJ 》て「伝統的i

たことを明らかにした点にあった。そしてこれがlリ能勺 技術と「近代的J技術の交差ナる状態に透したとするの

いったのtj：，そうし子役入が常に ある余剰Jを生み／I', であれば，第2の問題点としてその経過を具体的に把梶

L，そのふ乗ljが次期の資本投入に結びついて」、之からで していくことこそ今日緊急の課題であるごとが指摘され

はなかったか？ しかし本書における小作料の位置づけ よう。本書ではこの点の考察がほとんどなされていない

t，それが地主制を通じて農民ぞは本来無縁の者ft,¥I，の のである。もちろんその場合にも，たとえば人民会社に

"k通す7.，直｜布地交易ιートに乗せ：';/1.,ていくと理解され おける労働力の組織が問題であるというごとく， i+会出4
ているのである3 したがってここにも先の生産関係を発 度の開史的発展が問題になることはいうまでもない。い

ほする視点がrift・に欠落しているとし、う批判jがあてはま ずれにしても今後の，より視野をしぼった研究が摺まれ

ζ。常部門には地ヨ市rJ ： τ 農業た I／、；こ ;r.~定（I'.） に代苅すろ るl/_・ ，，、であるが，その際トう〉こなされーごし、ないぷJ尽力2

L, J(,ll/,1,¥1 I＇，川の結論か九十つでもそうなのであら＂ 多vせはいえ，そうした問題点が以上の方向へ研究を進

IV 

論点（4）においては，本命前について中央銀俺化が必要

止されt：のは治水，商止災害f'{ll仏治安江守であった

が，伝事／Ur~民業は政府の援助を必要とはせに喪民i土iギ

｜浦地交易とは無縁であり，また政府の税収入にはほぼそ

れとi司額の地主の収入れ対立すろい、うよろに．伝統的

(: L済は比i］分権的傾1，，］の強かったことが指阪ι3れるにす

ぎず，現在の！問題はほとんど取り上げられていないの

ここで明らかになるように本書後半の主売ろ関心は、

本命前の伝統的経済士、そこに中心を占めf二次業とのPk!

速を追求しつつ分析することに向けられている。そして

たびたび触れたように農業生産と，その外部要因との関

係，換；：，十れば論点1:11日？と論点。J・' iの関連が用論的；こ深

められておらず，外部的要因が，単に農業生産にとって

インセンティヴとなりえたかどうかという観点からしか

とらえら）.1ていなν川土‘第1の問題点として指摘して
おかねばならない。著者もいうように，木沓の観点から

いえば論点（3）においては，所得・耕地の不均等，その他

の生産要素の分配が最も重要な問題となる l この点tこ関

I_, J ・ L・ペック cl)'{tl十LandUtilization J沼 China

によれば労働の限界生産力は非常に低く，かつ逓減しつ

I♀4 

めるうえでの出発点となるという先の評価に関連しての

本1ドパI＼義は史地主れではならない点である。
（凋千f研光市 町近一治）
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